
CN 達成に貢献する大学等コアリション人材育成 WG 公開シンポジウム 

カーボンニュートラル時代を拓く人材育成とは 
CN達成に貢献する大学等コアリション人材育成WGでは、これまで７回のWGを開催、各団体からの事例報

告や意見交換を行ってきました。議論の経緯と到達点の再確認、今後のCN人材育成の展望や課題について理解

を深めるべく以下の通りオンライン・シンポジウムを開催いたします。 

2022年8月30日（火）14：00～16：00（13：50入室開始） 

◆会 場：オンライン  ◆参加対象：コアリション人材育成WG 参加団体ほか一般（参加無料） 

 

開 会 挨 拶   総合地球環境学研究所 副所長               教   授  谷 口 真 人 

報    告  「人材育成WG における今年度の経緯と到達点」 

東海大学 スチューデントアチーブメントセンター 准 教 授   二ノ宮リム さち 

ゲスト講演 「CN 時代を拓く人材育成ー大学への期待と課題」 

一般社団法人 Climate Integrate             代表理事   平 田 仁 子 

講   演  「CN 人材育成今後の議論の方向性を考える 

－オンラインリカレント教育の場合を例に－」 

              三重大学 科学的地域環境人材育成事業          名誉教授   佐 藤 邦 夫 

パネルディスカッション  ～上記報告者・講演者のほか～ 

IS ホールディングス株式会社             代表取締役 社長  遠 藤 昭 二 

環境省自然環境局生物多様性主流化室             室  長  浜 島 直 子 

北九州市立大学 経済学部                      教    授  牛 房 義 明 

座 長・進 行  宮城大学 事業構想学群                    教    授  小 沢 晴 司 

閉 会 挨 拶  東海大学 環境サステナビリティ研究所             所    長  森 本  英 香 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

遠藤昭二 IS ホールディングス代表取締役社長 福島

県猪苗代町出身。2018 年 IS ホールディングス創業、

2020 年 DMC aizu 設立、福島復興等のための会津観光

振興や、グループ傘下（株）グリーン電力エンジニアリン

グで国内各所において小水力発電施設によるCN等推進。 

佐藤邦夫 三重大学科学的地域環境人材育成事業担当 

名誉教授 1979 年 三重大学赴任。以来食料生産システ

ム学、環境情報システム工学専攻。2019 年3 月大学院生

物資源学研究科教授定年退職。2019 年4 月より三重大学

国際環境教育研究センター勤務。博士（農学） 

 

牛房義明 北九州市立大学経済学部教授 1971 年大阪

生まれ。京都大学大学院修了（博士、経済学)。2001 年北

九州市立大学経済学部に講師として赴任。現在北九州市立

大学経済学部教授。専門分野は環境経済学、エネルギー経

済学。 

二ノ宮リム さち 東海大学スチューデントアチーブ

メントセンター 准教授  1990 年代末より国内外の

地域社会や大学等で環境教育・ESD（持続可能な開発

のための教育）を推進。東海大学では全学必修シティズ

ンシップ教育として ESD を展開。 日本環境教育学会

気候変動教育研究会幹事。 

小沢晴司 宮城大学事業構想学群教授 福島大学客

員教授ほか。2009 年～滋賀県立大学で環境人材育成

事業を担当。2012 年～８年間 環境省 福島環境再生

本部長等として除染等担当。専門は景観史や森林学。

2014年度日本造園学会田村剛賞受賞。博士(環境科学) 

 

谷口真人 総合地球環境学研究所副所長 理学博士。

日本学術会議連携会員。Future Earth Nexus KAN 運

営委員。主な編著に〝The Dilemma of Boundaries”,

「地下水流動：モンスーンアジアの資源と循環」など

がある。専門は水文学・地球環境学。 

森本英香 東海大学環境サステナビリティ研究所所長・早

稲田大学法学部教授 元環境事務次官。約４０年一貫して

環境行政に携わる。水俣病・アスベスト被害対策、海洋プラ

スチック等循環資源対策に関わるとともに、東日本大震災

以来、原子力規制委員会の設置・運営や福島の再生・復興に

関与。「里地からの変革」（共著 1995 年 時事出版）等 

本ちらしの海藻の森の写真は、

「ラムサール条約湿地志津川湾」

ハンドブック掲載のものです。 

 

浜島直子 環境省生物多様性主流化室長 2003 年環境

省入省。炭素税の制度設計、自治体の温暖化対策支援、

公害健康被害補償制度の運営、東電福島原発事故後の

除染等に携わる。2020 年千葉商科大学でコアリショ

ン・ゼロキャンパスWG 担当。2022 年8 月より現職 

主  催： カーボンニュートラル達成に貢献する大学等コアリション 

人材育成ワーキンググループ   

共   催： 東海大学 環境サステナビリティ研究所            

問合せ先： skankyo@ab.mie-u.ac.jp（三重大学） 

平田仁子 一社 Climate Integrate 代表理事 米環境

団体活動参加後 NPO 法人気候ネットワークで活動。

2021 年ゴールドマン環境賞受賞。著書『気候変動と政

治』成文堂(2021)ほか多数。千葉商科大学大学院客員

准教授。博士（社会科学） 

 

参加登録： https://onl.tw/q9Ajg5K  

右QR コードからも参加登録できます 

参加登録 記入期限：8 月25 日（木） 


